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沖田 実：関節可動域制限とは. フレイル高齢者の関節可動域　ケアの指標としての活用，三輪書店 : 27-41, 2023.

沖田 実：関節可動域 Range of joint motion. 運動と医学の出版社 : 138-147, 2023.

沖田 実：関節可動域制限を含む機能障害の考え方：研究・教育・臨床への提言. フレイル高齢者の関節可動域
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3(Supplement): 129, 2023.
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佐々木　遼, 本田祐一郎, 梶原康宏, 中川晃一, 高橋あゆみ, 坂本有希倫, 盛田日菜子, 近藤祐太朗, 沖田星馬, 後藤

響, 近藤康隆, 片岡英樹, 坂本淳哉, 沖田　実：変形性股・膝関節症患者の身体活動量や痛みに対する運動療法と

患者教育の効果 メタアナリシスによる検討. 運動器理学療法学 3(Supplement): 179, 2023.

近藤康隆, 吉田佳弘, 坂本有希倫, 本田祐一郎, 片岡英樹, 坂本淳哉, 沖田　実：人工膝関節全置換術1年後における

日常生活困難度が高い患者の術前ならびに術後早期の特徴. 運動器理学療法学 3(Supplement): 137, 2023.

野元祐太郎, 片岡英樹, 近藤祐太朗, 中川晃一, 後藤　響, 山下潤一郎, 坂本淳哉, 沖田　実：大腿骨近位部骨折術後

に強い疼痛が持続する患者の特徴 圧痛閾値を含めた多面的評価による縦断的検討. 運動器理学療法学

3(Supplement): 41, 2023.

坂本有希倫, 近藤康隆, 吉田佳弘, 本田祐一郎, 沖田　実, 坂本淳哉：人工膝関節全置換術後早期に実施する上肢に

よる有酸素運動が痛みや運動機能,日常生活活動におよぼす影響. 運動器理学療法学 3(Supplement): 14, 2023.

後藤　響, 片岡英樹, 中川晃一, 近藤祐太朗, 野元祐太郎, 山下潤一郎, 森田　馨, 西　祐樹, 坂本淳哉, 沖田　実：認

知機能が低下した大腿骨近位部骨折患者における術後経過の多面的特徴. Journal of Musculoskeletal Pain Research
15(4): S66, 2023.

沖田星馬, 石木雄大, 本田祐一郎, 高橋あゆみ, 前田俊輔, 三宅純平, 近藤康隆, 吉田佳弘, 坂本淳哉, 沖田　実：電気

刺激誘発性筋収縮運動による不活動性筋痛の進行抑制効果は刺激強度が影響する. Pain Rehabilitation 13(2): 73,
2023.

禹　炫在, 青木秀樹, 片岡英樹, 山下潤一郎, 吉武孝敏, 神津　玲：高齢市中肺炎患者における入院中の身体活動量

と入院関連能力低下との関連. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 31(3): 345-351, 2023.

森　大地, 板木雅俊, 岩佐恭平, 大濱慎一郎, 北川知佳, 田中貴子, 池内智之, 河野哲也, 津田　徹, 神津　玲：慢性呼

吸器疾患患者の要介護度認定結果における患者満足度とその関連因子. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会

誌 31(3): 305-310, 2023.

片岡英樹, 後藤　響, 近藤祐太朗, 中川晃一, 加世田　亮, 池田　葵, 山下潤一郎, 西　祐樹, 坂本淳哉, 沖田　実：脊

椎圧迫骨折患者に対する行動医学的介入を併用した遠隔リハビリテーションの実践 実施可能性および有効性の

予備的検討. Journal of Musculoskeletal Pain Research 15(4): S78, 2023.

坂本有希倫, 近藤康隆, 沖田星馬, 小路永知寿, 吉田佳弘, 沖田　実, 坂本淳哉：人工膝関節全置換術後の運動耐容

能には痛みに対する無力感や身体活動量が強く影響する. Journal of Musculoskeletal Pain Research 15(4): S74, 2023.

本川智子, 坂本淳哉, 佐々木　遼, 本田祐一郎, 沖田　実：電気刺激誘発性筋収縮運動がラット末期変形性膝関節

症の軟骨下骨の破骨細胞の動態におよぼす影響. Journal of Musculoskeletal Pain Research 15(4): S73, 2023.

後藤　響, 片岡英樹, 中川晃一, 近藤祐太朗, 野元祐太郎, 山下潤一郎, 森田　馨, 西　祐樹, 坂本淳哉, 沖田　実：認

知機能が低下した大腿骨近位部骨折患者における術後経過の特徴. Pain Rehabilitation 13(2): 110, 2023.

佐々木　遼, 坂本淳哉, 本川智子, 本田祐一郎, 沖田　実：関節炎に対する低強度パルス超音波フォノフォレーシ

ス療法の生物学的効果 マクロファージの動態に着目した検討. Pain Rehabilitation 13(2): 97, 2023.

福山りか子, 小川祥広, 佐々木　遼, 本川智子, 本田祐一郎, 坂本淳哉, 沖田　実：変形性膝関節症に対する疼痛軽

減効果を得るために必要な運動の要素の検討 変形性膝関節症モデルラットを用いた基礎的検討. Pain
Rehabilitation 13(2): 97, 2023.

坂本有希倫, 近藤康隆, 沖田星馬, 小路永知寿, 田端文登, 吉田佳弘, 西　祐樹, 本田祐一郎, 沖田　実, 坂本淳哉：人

工膝関節全置換術後早期の運動耐容能に関連する要因の検討. Pain Rehabilitation 13(2): 84, 2023.

野元祐太郎, 片岡英樹, 近藤祐太朗, 後藤　響, 山下潤一郎, 森田　馨, 坂本淳哉, 沖田　実：大腿骨近位部骨折術後

に強い痛みが残存する患者の特徴. Pain Rehabilitation 13(2): 77, 2023.

近藤祐太朗, 片岡英樹, 野元祐太郎, 中川晃一, 後藤　響, 山下潤一郎, 坂本淳哉, 沖田　実：新鮮脊椎圧迫骨折受傷

後に慢性疼痛に移行する患者の受傷早期の特徴. Pain Rehabilitation 13(2): 77, 2023.
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篠原史都, 飯田有輝, 森沢知之, 山内康太, 小幡賢吾, 神津　玲, 河合佑亮, 井上茂亮, 西田　修：重症患者の入院関

連能力障害と退院後における介護予防の必要性との関連. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 32(1): 84-
90, 2023.

坂本有希倫, 近藤康隆, 沖田星馬, 小路永知寿, 吉田佳弘, 沖田　実, 坂本淳哉：人工膝関節全置換術後の運動耐容

能に影響する要因 痛みの精神心理面や身体活動量を含めた多面的評価に基づく検討. PAIN RESEARCH
38(Supplement): S57, 2023.

石松祐二, 海部佳純, 坂本憲穂, 神津　玲, 花田匡利, 迎　寛：間質性肺疾患患者の臨床評価項目と身体活動量との

関連. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 33(Suppl.): 178s, 2023.

及川真人, 花田匡利, 名倉弘樹, 竹内里奈, 坂本憲穂, 石本裕士, 城戸貴志, 石松祐二, 迎　寛, 神津　玲：間質性肺疾

患患者における呼吸サルコペニアの有病率と臨床的特徴. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 33(Suppl.):
166s, 2023.

本川智子, 坂本淳哉, 佐々木 遼, 本田祐一郎, 沖田　実：低強度筋収縮運動はラット末期変形性膝関節症モデルの

軟骨下骨における破骨細胞の増加を抑制する. PAIN RESEARCH 38(Supplement): S41, 2023.

片岡英樹, 後藤　響, 野元祐太郎, 近藤祐太朗, 中川晃一, 山下潤一郎, 西　祐樹, 平瀬達哉, 坂本淳哉, 沖田　実：脊

椎圧迫骨折患者に対する行動医学的介入を併用した遠隔リハビリテーションの実践. Pain Rehabilitation  13(2): 46,
2023.

遠山柊介, 森下辰也, 陶山和晃, 永田郁弥, 名倉弘樹, 田中貴子, 神津　玲：食道がん患者における術後運動耐容能

と呼吸筋力の関連. 呼吸理学療法学 3(Suppl.): 150, 2023.

中川晃一，片岡英樹，井上凜子，近藤祐太朗，野元祐太郎，後藤 響，山下潤一郎，西　祐樹，本田祐一郎，坂

本淳哉，沖田　実：高齢者の関節可動域制限の臨床病態評価法の開発 超音波画像計測装置を用いた検討. 基礎理

学療法学 26(Supplement): S30-1, 2023.

石木雄大，沖田星馬，高橋あゆみ，三宅純平，前田俊輔，本田祐一郎，坂本淳哉，沖田　実：不動によって惹

起される筋萎縮，筋性拘縮，筋痛に対するベルト電極式骨格筋電気刺激法の効果 刺激強度の影響. 基礎理学療法

学 26(Supplement): S121-2, 2023.

前田俊輔，三宅純平，高橋あゆみ，佐々木　遼，本川智子，本田祐一郎，坂本淳哉，沖田　実：不動性骨萎縮

に対する骨格筋電気刺激の効果 破骨細胞の動態に着目して. 基礎理学療法学 26(Supplement): S53-2, 2023.

森下辰也, 陶山和晃, 遠山柊介, 永田郁弥, 鈴木拓海, 田中貴子, 神津　玲：虚弱高齢者を対象とした吸気筋トレー

ニングによる咳嗽時最大呼気流量の変化と関連要因. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 33(Suppl.): 193s,
2023.

永田郁弥, 森下辰也, 陶山和晃, 伊東　宏, 池内智之, 城石涼太, 田中貴子, 神津　玲：COPD患者における二重課題

遂行能力と認知機能の関連性. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 33(Suppl.): 191s, 2023.

三宅純平，前田俊輔，高橋あゆみ，本田祐一郎，坂本淳哉，沖田　実：骨格筋電気刺激によるラット腓腹筋の

廃用性筋萎縮の進行抑制効果. 基礎理学療法学 26(Supplement): O01-1, 2023.

陶山和晃, 遠山柊介, 森下辰也, 板木雅俊, 宮城昭仁, 田中貴子, 真崎宏則, 神津　玲：PRISmと閉塞性障害における

関連要因の相違. 日本呼吸器学会誌 12(増刊): 337, 2023.

田中貴子, 池内智之, 城石涼太, 森　健太郎, 遠山柊介, 神津　玲, 沖田　実：慢性閉塞性肺疾患患者における座位

時間には疼痛が影響している. Pain Rehabilitation 13(2): 93, 2023.

松崎敏朗, 壱岐尾優太, 宮本直樹, 近藤康隆, 吉田佳弘, 沖田　実, 神津　玲：胸腔鏡下肺切除術後4週の運動耐容能

の変化には退院時疼痛が関連する. Pain Rehabilitation 13(2): 85, 2023.

沖田　実：拘縮のメカニズムと治療戦略. 運動器リハビリテーション 34(2): 165, 2023.

森　健太郎, 管　恭徹, 田中貴子, 真崎宏則, 神津　玲：無床診療所における呼吸リハビリテーションの現状と課

題. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 33(Suppl.): 202s, 2023.
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学会発表数

社会活動

坂本有希倫, 近藤康隆, 沖田 実, 坂本淳哉：上肢による有酸素運動を併用したリハビリテーションが人工膝関節全

置換術後の痛みにおよぼす影響. 日本慢性疼痛学会プログラム・抄録集 52: 120, 2023.

田中将人, 小倉正基, 渡辺浩司, 佐藤雄也, 吉際俊明, 福田卓民, 片岡英樹, 沖田 実：療養病床におけるフレイル高齢

者の関節可動域制限とその要因. The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine 60(特別号): 4, 2023.

沖田 実：理学療法士の立場から動くことの意味を考える. 日本老年看護学会第28回学術集会抄録集 : 91, 2023.

中川晃一, 片岡英樹, 井上凛子, 近藤祐太朗, 野元祐太郎, 後藤 響, 山下潤一郎, 西 祐樹, 本田 祐一郎, 坂本淳哉, 沖田

実：関節可動域制限に関わる筋硬度に影響する要因の検討 超音波エラストグラフィを用いて. The Japanese
Journal of Rehabilitation Medicine 60(Supplement): S1555, 2023.

三宅純平, 前田俊輔, 高橋あゆみ, 本田祐一郎, 坂本淳哉, 沖田 実：ラット腓腹筋の廃用性筋萎縮に対する骨格筋電

気刺激の効果 筋内深度別の検討. The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine 60(Supplement): S1419, 2023.

片岡英樹, 青木秀樹, 立野千晶, 中島俊平, 中川晃一, 山下潤一郎, 本田祐一郎, 坂本淳哉, 沖田 実：障害高齢者にお

ける虚弱の重症度が身体活動量や関節可動域制限におよぼす影響. The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine
60(Supplement): S1413, 2023.

高橋あゆみ, 本田祐一郎, 前田俊輔, 三宅純平, 坂本淳哉, 沖田 実：ベルト電極式骨格筋電気刺激による廃用性筋萎

縮の進行抑制効果はAktとPGC-1αを介したFOXOの動態が関与する. The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine
60(Supplement): S1411, 2023.

木下　隆, 津田　徹, 神津　玲, 吉田　誠, 長谷川智子, 佐野裕子, 金子教宏, 田中貴子, 桂　秀樹, 川山智隆：日本呼

吸ケア・リハビリテーション学会会員に対する国際学会参加に関するアンケート調査の結果に関して. 日本呼吸

ケア・リハビリテーション学会誌 33(Suppl.): 189s, 2023.

田中貴子, 陶山和晃, 真崎宏則, 門田耕一郎, 千住秀明, 神津　玲：長崎市におけるCOPD検診の活動状況. 日本呼吸

ケア・リハビリテーション学会誌 33(Suppl.): 154s, 2023.

田中貴子, 及川真人, 陶山和晃, 森下辰也, 遠山柊介, 永田郁弥, 鈴木拓海, 神津　玲：本学会員を対象とした慢性呼

吸器疾患患者に対する呼吸リハビリテーションに関するアンケート調査. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学

会誌 33(Suppl.): 153s, 2023.

沖田　実・教授 監事 （一社）日本ペインリハビリテーション学会

沖田　実・教授 評議員 日本結合組織学会

A-a A-b B-a B-b
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会

0 2 4 7 18 146

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

神津　玲・教授 代議員
（一社）日本摂食嚥下リハビリテーション学
会

折口智樹・教授 評議員 日本リウマチ学会

折口智樹・教授 評議員 日本臨床リウマチ学会

折口智樹・教授 評議員 日本臨床免疫学会
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

神津　玲・教授
副理事長，ガイドライン部会長，国際委員
会副委員長

（一社）日本呼吸理学療法学会

神津　玲・教授 代議員 （一社）日本呼吸療法医学会

神津　玲・教授

評議員，九州支部運営委員，PICS対策・生
活の質改善検討委員会ワーキンググループ
メンバー，学会認証看護師制度委員会学会
認証看護師試験問題作成ワーキンググルー
プメンバー，集中治療理学療法士制度委員
会委員，集中治療理学療法士試験問題作成
ワーキンググループメンバー，集中治療早
期リハビリテーション委員会委員，重症患
者早期リハビリテーション診療ガイドライ
ン2023作成委員会委員

（一社）日本集中治療医学会

神津　玲・教授 編集委員会委員，学術総会検討委員会委員 （一社）日本理学療法学会連合

神津　玲・教授

理事，代議員，呼吸リハビリテーション手
技マニュアル作成委員会委員長，呼吸リハ
ビリテーション委員会副委員長，編集委員
会副委員長（査読責任者 AE），財務委員会
委員，学術集会プログラム委員会委員，国
際化委員会委員，学会賞選考員会委員，将
来計画委員会委員，呼吸ケア指導士認定委
員会委員，呼吸ケア指導士認定審議委員会
委員，呼吸ケアスキルアップセミナー実行
委員会委員，酸素療法マニュアル作成委員
会委員，医学教育事業検討委員会委員

（一社）日本呼吸ケア・リハビリテーション
学会

神津　玲・教授 長崎県循環器病対策推進協議会委員 長崎県

神津　玲・教授 循環器対策事業アドバイザー （公社）長崎県理学療法士協会

神津　玲・教授 世話人 長崎県呼吸ケア研究会

神津　玲・教授 世話人 九州肺機能談話会

神津　玲・教授 世話人 長崎心臓リハビリテーション研究会

神津　玲・教授 シニアアドバイザー （一社）日本呼吸筋トレーニング研究会

神津　玲・教授 世話人
呼吸リハビリテーションサイエンスフォーラ
ム

沖田　実・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)「脊椎圧迫骨折に起因する慢性疼
痛の発生予防に向けた遠隔リハビリテーショ
ン戦略の開発」

沖田　実・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)「ミトコンドリアの動態制御機構
から筋性拘縮の発生機序を探る」

沖田　実・教授 日本学術振興会 代表
挑戦的研究(萌芽)「コロナ禍がもたらしたエ
ンド・オブ・ライフケアの課題－虚弱高齢者
の身体活動戦略－」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担 研　究　題　目

沖田　実・教授 日本学術振興会 代表
基盤研究(B)「高齢者の健康寿命延伸に向けた
運動器不活動症候群の予防的介入戦略の開
発」

沖田　実・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(B)「マクロファージの制御機構から
変形性膝関節症に対する運動療法の疼痛軽減
効果を探る」
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その他
 非常勤講師

 新聞等に掲載された活動

神津　玲・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)「間質性肺疾患患者の活動能力評
価における身体活動量の意義と身体活動量予
測モデル開発」

神津　玲・教授 日本学術振興会 代表
基盤研究(C)「間質性肺疾患患者の難治性咳嗽
に対する咳嗽抑制理学療法プログラムの適用
と効果検証」

折口智樹・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)「自己炎症と自己免疫による骨量
調節機構の解明:長崎アイランド研究骨衛生活
動」

折口智樹・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)「膠原病患者の口腔ケア・口腔内
環境の現状及び口腔ケア介入前後の効果に関
する研究」

分担
基盤研究(C)「身体的フレイルを有する慢性呼
吸器疾患患者における新たな運動プログラム
の開発」

神津　玲・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)「慢性閉塞性肺疾患患者における
呼吸サルコペニアの実態解明と治療プログラ
ムの確立」

沖田　実・教授
非常勤講師（医療教育学特論，医療教育学
特論演習）

神戸学院大学大学院総合リハビリテーション
学研究科

沖田 実・教授 アルケア株式会社
共同研究「電気刺激を用いた萎縮・拘縮治療手技の開発
研究」

沖田 実・教授
京セラコミュニケーションシス
テム株式会社

共同研究「慢性疼痛の予防・治療に寄与する患者教育な
らびに認知行動療法のオールインワン医療用アプリケー
ションソフトの開発」

神津　玲・教授 日本学術振興会

神津　玲・教授 客員教授 森ノ宮医療大学

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

沖田　実・教授
非常勤講師（リハビリテーション治療技術
学特論Ⅱ）

神戸学院大学総合リハビリテーション学部理
学療法学科

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

神津　玲・教授
超高齢社会で注目される「呼
吸リハビリテーション」

朝日新聞 2023年11月30日

高齢社会で増加する慢性呼吸
器疾患と呼吸リハビリテー
ションの重要性について解説
した。

8


